
平成３１年４月１日

「桑名市路上喫煙の防止に関する
条例」を施行します

桑名市議会初！
議員提案による政策条例がスタート！！
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平成３１年４月１日桑名市路上喫煙の防止に関する条例施行

条例制定の経緯

市議会では、以前より新たな議会改革として、議員
自らによる地域課題に対応した政策条例に取り組む

平成２８年８月 「高校生議会」にて「桑名駅前のタ
バコのポイ捨て禁止条例」の制定提案

平成３０年９月 桑名市議会初となる政策条例「桑
名市路上喫煙の防止に関する条例」を上程し、可決
制定
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条例のポイント

①桑名駅周辺の路上を路上喫煙禁止区域に設定
「望まない受動喫煙」のない、市の玄関口を目指す

平成３１年４月１日桑名市路上喫煙の防止に関する条例施行

② 市内全域での市民等への努力義務の設定
路上喫煙、ポイ捨てのない健康的で美しいまちに



・桑名駅東口、西口それぞれを禁止区域に設定
・区域内では加熱式タバコを含む、全ての路上喫煙を禁止

平成３１年４月１日桑名市路上喫煙の防止に関する条例施行
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平成３１年４月１日桑名市路上喫煙の防止に関する条例施行

①禁止区域内を監視し、路上喫煙をし
ている方に対し指導をします。

②捨てられた吸い殻等の清掃を行う

など、駅周辺の環境美化に務めます。

路上喫煙のないまちの実現に向けて、
路上喫煙禁止区域内に指導員を配置します



子育て支援センター「にこにこ」で一時預
かりを始めます！！



商業施設の中で気軽に訪れることが出来る
ことから、多くの親子の交流・相談場所に
なっています。

○支援センター利用者 月平均2,300人の親子

○子育ての相談件数 月平均15件～20件

現在の子育て支援センターの利用状況



①非定型的利用
・週に２日～３日仕事をしたい！
・自営業で忙しい時に預けたい！

②緊急的利用
・家族の急な病気で預けたい！
・出産で上の子どもを預けたい！

③リフレッシュ支援
・買い物の時に預けたい！
・子どもの行事に参加したい！

・趣味やサークルを楽しみたい！

一時預かりの利用状況



対 象 ６か月から小学校就学始期までの未就園児

場 所 イオンモール桑名2番街１階
桑名市新西方１丁目22番地

子育て支援センター「にこにこ」２階

開館日 月曜日・水曜日・木曜日・金曜日

開館時間 午前8:30～午後5:00

利用料 １時間あたり（上限3時間）

3歳未満 市内500円 市外750円
3歳以上 市内250円 市外370円

一時預かりの概況



子育て支援スペース

１階



平成31年4月1日から

中央公民館の機能転換
「パブリックセンター」へ

公民館から多角的活用が図れる貸館等施設
へと機能転換しました



目的

中央公民館は、住民のために社会教育を推進する拠点として

中心的な役割を果たしてきました。

制約

中央公民館は、社会教育法で営利目的の使用を制限してい

る為、部屋が空いているにも関わらず、利用希望者に利用を

お断りし、結果として収益に結びつかない現状がありました。

中央公民館について



機能転換にあたって

パブリックセンター

現利用者の皆様には、活動機会を担保し、引き続き
サークル活動等にて利用していただけます。

社会教育法の制限を無くすことにより、多角的活用
が図られ、収益性のある貸館等施設となります。

例 ・企業や個人事業主の商品説明会及び展
示即売会

・習い事の各種教室



部 屋 定員 階数

大研修室 156人 ２Ｆ

日本間 60人 ２Ｆ

学習室 63人 １Ｆ

サークル室 20人 １Ｆ

料理実習室 36人 １Ｆ

利用区分 午前 9時から12時
午後 13時から17時
夜間 17時半から21時半

パブリックセンター施設概要



平成31年4月5日

桑名市業務継続計画（ＢＣＰ）を策定

大規模災害時の適切な業務継続のために



非常時優先業務のイメージ
（出典：内閣府 大規模災害発生時における地方公共
団体の業務継続の手引き）
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業務継続計画（ＢＣＰ）とは

災害時に行政自らも被災し、人、物、情報等利用できる資
源に制限がある状況下において、優先的に実施すべき業務
（非常時優先業務）を特定するとともに、業務の執行体制
や対応手順、継続に必要な資源の確保等を予め定める計画

出典：市町村のための業務継続作成ガイド（平成27年5月内閣府）

～非常時優先業務～

①災害応急対策業務

②災害復旧・復興業務

③優先度の高い通常業務



非常時優先業務のイメージ
（出典：内閣府 大規模災害発生時における地方公共団体の業務継続の手引き）
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業務継続計画（ＢＣＰ）の効果

業務継続計画を策定することで、業務立ち上げ時間の
短縮や発災直後の業務レベル向上といった効果が期待
できる。
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今後の取り組み①

ソフト面：災害時受援計画の策定（2019年度）

（例）桑名市上下水道事業ＢＣＰ

※受援計画は2019年度中に策定予定

大規模災害対応
に必要な３本柱

～３本柱～

①業務継続計画

②受援計画

③初動マニュアル
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今後の取り組み②

ハード面：星見ヶ丘防災拠点施設の整備(2020年度)

大規模災害対応に
必要な３要が完成
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2019年、新元号を迎えることを契機
に開催
• 元号に関する資料の紹介を通じ
て日本史を読み直す

• 天皇の書跡である「宸筆」コレク
ションをまとめて公開

【重要美術品】

《安南国書》 桑名宗社蔵

東アジア文化圏で日本と並びなが
らく独自年号を使用していた

ベトナムからの国書で、「弘定」
（1611）という年号が使用されてい
る。



採用されなかった「明治」

• 江戸時代の
元号制定に
関する史料
（徳大寺文書、
学校法人立
命館所蔵）京
都以外では初
公開

• 「明治」は11
回目での採用



企画展「元号と宸筆」開催概要

• 主催：桑名市博物館

• 平成31年(2019)４月27日（土）から６月30日(日)

• 開館時間：午前９時30分から午後５時まで（入館は閉館の30分
前）

• 入館料：大人[高校生以上]150円

• 展示解説 担当者による展示解説 各13時半より

５月１日(水)・６月９日(日)・６月19日(水)

• セミナー「展覧会『元号と宸筆』の楽しみ方」
◎日 時 2019年５月18日(土) 午後１時30分から
◎講 師 杉本 竜（桑名市博物館長）
◎会 場 桑名市立中央図書館
◎受講料 無料
◎受付方法 桑名市立中央図書館へ電話（0594-22-0562）
※桑名市立中央図書館×桑名市博物館の連携事業です


